
序
章

―
自
分
の
国
は
ど
こ
？
　
失
わ
れ
た
国
の
行
方

ブハラ州の聖者廟への入り口（イスラーム的なア
イデンティティへの回帰として独立後に修復され
たモスクなどが多く見られはじめた）。
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私
が
初
め
て
来
日
し
た
と
き
、
日
本
の
人
々
は
私
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
よ
く
尋
ね
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
簡
単
な
質
問
に
対
す
る
私
の
答
え
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
。
例
え
ば
、
私
が

「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
」
と
答
え
る
と
、
相
手
の
耳
に
は
「
ス
タ
ン
」
だ
け
が
残
っ
た
。
多
く
の
人
は
そ
れ
が

「
パ
キ
ス
タ
ン
」
で
、
私
の
発
音
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
反
応
を
み
て
、

私
は
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
南
部
に
あ
る
国
で
す
」
な
ど
と
説
明
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
る
と
、
相
手
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
、「
あ
な
た
の
国
は
ロ
シ
ア
だ
ね
？
」
と
笑
顔
で
フ
ォ
ロ
ー
し

て
く
れ
る
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
ロ
シ
ア
と
の
違
い
を
説
明
す
る
た
め
に
、「
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
は
、
ト
ル
コ
語
系
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
ウ
ズ
ベ
ク
人
が
大
半
を
占
め
る
国
で
す
」
と
言

う
と
、
そ
の
場
に
は
混
乱
し
た
空
気
が
広
が
っ
た
。
私
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
の
に
と
て
も
苦

労
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
質
問
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
挨
拶
代
わ
り
に
聞
か
れ
、
そ
れ
に
答

え
る
に
は
非
常
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
た
い
て
い
は
、
相
手
が
説
明
の
途
中
で
あ
き
ら
め
る
か
、
私

が
大
ま
か
な
説
明
し
か
で
き
ず
、
そ
の
場
に
い
た
人
々
も
納
得
で
き
な
い
微
妙
な
空
気
の
中
で
話
題
が
別

の
方
向
に
進
む
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
が
、
た
と
え
正
式
に

独
立
を
果
た
し
世
界
地
図
に
載
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
の
人
々
に
は
ま
だ
国
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
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い
と
い
う
こ
と
に
私
が
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
私
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
実
情
を
も
っ

と
紹
介
し
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
い
う
国
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
、
本
書
を
書
い
た
き
っ
か
け
で
あ
る
。
本
書
を
通
じ
て
、
ソ
連
邦
崩
壊
と
体
制
転
換
が
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の
人
々
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
読
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
に
独
立
を
達
成
す
る
ま
で
ソ
連
邦
の
一
部
だ
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
―
―
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
―
―
に
と
っ
て
、
独
立
と

は
単
な
る
新
国
家
の
誕
生
で
は
な
く
、
国
家
統
治
、
経
済
制
度
、
社
会
の
あ
り
方
の
変
容
を
も
も
た
ら
す

は
ず
だ
っ
た
。
実
際
、
各
国
は
、
市
場
経
済
化
と
同
時
に
民
主
化
、
政
治
過
程
に
お
け
る
情
報
公
開
、
社

会
に
対
す
る
自
己
批
判
的
な
姿
勢
の
促
進
、
と
い
っ
た
社
会
の
近
代
化
に
関
す
る
改
革
を
実
行
し
は
じ
め

た
。
当
然
、
そ
の
過
程
で
は
、
経
済
格
差
の
拡
大
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
・
社
会
問
題
が
発
生
し
、
人
々

の
人
生
観
や
価
値
観
、
家
族
関
係
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
近
年
、
国
内
外
の
研
究
者
が
、
こ
れ
ら

の
変
化
と
そ
の
因
果
関
係
を
政
治
・
経
済
的
側
面
か
ら
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
研
究
を
数
多
く
発
表
し
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
府
が
一
連
の
変
化
を
い
か
に
導
こ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
中
央
ア
ジ
ア
に
生
き
る
人
々
が
、
自
分
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
社
会
の
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激
変
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
目
線
か
ら
分
析
し
た
も
の
は
ま
だ
少
な
い
。

そ
こ
で
本
書
で
は
、
中
央
ア
ジ
ア
で
も
っ
と
も
人
口
が
多
い
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
国
民
に
と
っ
て
、
ソ

連
邦
崩
壊
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。
ソ
連
邦
と
社
会
主
義
と
い
う
制
度
が

崩
壊
し
た
の
ち
、
人
々
の
価
値
観
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
理
想
や

夢
を
抱
き
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
国
家
、
社
会
、
地
域
お
よ
び
家
族
に
対
す
る
考
え
方
は
、

ソ
連
時
代
と
比
べ
て
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
独
立
後
の
社
会
経
済
的
状
況
を
市
民
は
ど
う
見
て
い

る
の
か
。
こ
れ
ら
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
今
日
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
各

国
の
政
治
・
経
済
・
社
会
問
題
を
理
解
す
る
糸
口
が
見
い
出
せ
れ
ば
と
思
う
。

本
書
で
は
、
筆
者
自
身
の
経
験
に
加
え
、
筆
者
の
周
り
の
人
々
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
訪
ね
た
地
域
の

人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
利
用
し
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
の
生
活
を
具
体
的
に
紹
介
し
つ
つ
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
政
治
・
社
会
・
経
済
的
変
化
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
本
書
で
数
多
く
引
用
さ
れ
て

い
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
二
○
○
五
〜
二
○
○
七
年
に
東
京
大
学
の
「
人
間
地
球
圏
の
存
続
を
求
め
る
大

学
間
国
際
学
術
協
力
協
定
（A

lliance
for

G
lobal

Sustainability:A
G

S

）」
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た

「
ソ
連
時
代
の
記
憶
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
お
よ
び
二
○
○
六
年
に
始
ま
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
東
京
大
学
拠
点
、
代
表
者
小
松
久
男
教
授
）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
調
査
の
一
部
で
あ
る
。
さ
ら
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に
、
本
書
は
筆
者
が
参
加
し
た
「
ア
ジ
ア
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
調
査
」
の
結
果
を
利
用
・
参
照
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
が
中
心
と
な
り
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
で
二
○
○
三
年
お
よ
び
二
○
○

五
年
に
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
で
あ
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
調
査
対
象
は
一
般
市
民
八
○
○
人
で
あ

る
。
本
書
で
言
及
す
る
世
論
調
査
の
デ
ー
タ
は
、
い
ず
れ
も
「
ア
ジ
ア
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」
の
結
果
で
あ
る
。

1

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
基
礎
デ
ー
タ

本
題
に
入
る
前
に
、
本
書
で
と
り
上
げ
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
は
十
二
州
、
一
共
和
国
（
表
１
（
注
）
参
照
）、
一
市
（
州
と
同
等
の
独
立
し
た
行
政
単
位
）
か
ら
な
る
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る
。
隣
の
国
の
さ
ら
に
隣
に
行
か
な
け
れ
ば
海
が
な
い
、
い
わ
ゆ

る
陸
封
国
で
、
周
り
を
キ
ル
ギ
ス
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
の
ほ
か
に
、
歴
史
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
と
し
て
栄

え
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
、
ヒ
ヴ
ァ
、
ブ
ハ
ラ
と
い
っ
た
都
市
に
つ

い
て
は
ご
存
知
の
読
者
も
少
な
く
な
い
と
思
う
。
特
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
（
一
三
七
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○
〜
一
五
○
七
年
）
の
都
と
し
て
文
化
が
花
開
い
た
。
余
談
だ
が
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
「
テ
ィ
ム
ー
ル
」

と
い
う
名
前
の
男
の
子
が
と
て
も
多
く
、
そ
の
由
来
は
も
ち
ろ
ん
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
の
創
始
者
ア
ミ
ー

ル
・
テ
ィ
ム
ー
ル
で
あ
る
。
筆
者
も
そ
の
一
人
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
人
口
は
二
五
○
○
万
人
を
わ
ず
か
に
超
え
（
二
○
○
二
年
一
月
一
日
現
在
）、
こ
の
う

ち
お
よ
そ
一
六
○
○
万
人
（
約
三
分
の
二
）
が
農
村
部
に
居
住
し
て
い
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
出
生
率

が
高
く
、
人
口
は
年
二
〜
三
％
の
割
合
で
急
速
に
増
加
し
て
い
る
（
二
○
○
八
年
時
点
で
二
七
一
○
万
人
）。

国
民
の
平
均
年
齢
は
か
な
り
低
く
（
国
民
の
六
割
以
上
が
二
十
五
歳
以
下
）、
九
○
○
万
人
以
上
が
就
労
年

齢
に
達
し
て
い
な
い
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
就
労
年
齢
の
若
年
グ
ル
ー
プ
（
十
八
〜
二
十
五
歳
）
を
加
え
る
と
、

そ
の
割
合
は
全
人
口
の
過
半
数
に
達
す
る
。
長
期
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
口
構
成
は
安
価
で
質
の
高
い

労
働
力
を
提
供
し
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
経
済
に
競
争
力
を
も
た
ら
し
得
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
政
府

は
高
い
失
業
率
、
人
口
密
集
地
に
お
け
る
環
境
問
題
の
悪
化
な
ど
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
が
人
口
の
七
割
を
占
め
る
も
の
の
、
ロ
シ
ア
人
、
タ
ジ
ク

人
、
カ
ザ
フ
人
、
キ
ル
ギ
ス
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
共
存
す
る
多
民
族
社
会
で
あ
る
。

現
在
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
民
族
間
関
係
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
が
、
ソ
連
邦
崩
壊
直
前
に

は
い
く
つ
か
の
民
族
間
対
立
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
は
「
メ
ス
ヘ
テ
ィ
・
ト
ル
コ
人
」
と
ウ
ズ
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地　　域 面 積 人 口 人口密度
（1,000km2）（1,000人） （人／ km2）

カラカルパク共和国＊ 166.6 1,530 9.2
アンディジャン州 4.2 2,223 529.2
ブハラ州 40.3 1,442 35.8
ジザーク州 21.2 997 47
カシカダリヤ州 28.6 2,216 77.5
ナボイ州 111 794 7.2
ナマンガン州 7.4 1,959 264.8
サマルカンド州 16.8 2,719 161.8
スルハンダリヤ州 20.1 1,774 88.3
シルダリヤ州 4.3 653 152
タシケント（市および）州 15.6 2,385 291.1
フェルガナ州 6.7 2,709 404.4
ホラズム州 6.1 1,350 221.3
タシケント市 n.a. 2,157

ウズベキスタン（合計） 448.9 24,908 55.5

表 1 ウズベキスタンの行政単位

（注）＊カラカルパク共和国は「共和国」という名前をもつが、これは
あくまでも行政上の単位であり、実際にはウズベキスタン共和国内
の自治区と位置づけられている。実際、ウズベキスタンの憲法も同
国が連邦制をとらないことを明記している。

（出所）ウズベキスタン共和国国家統計委員会、2001年 1月 1日現在。



10

全人口

民　　族 人　口 都市部 農村部
に占め
る割合
（％）

ウズベク人 19,781.4 6,177.9 13,603.5 78.8
カラカルパク人 542.1 301.4 240.7 2.2
タジク人 1,219.9 41.4 805.9 4.9
ロシア人 1,092.7 1,030.4 62.3 4.3
カザフ人 98.6 411.3 574.7 3.9
タタール人 287.4 263.2 24.2 1.1
キルギス人 224.6 28.3 196.3 0.9
朝鮮人 169.6 138.7 30.9 0.7
トルクメン人 149.3 29.4 119.9 0.6
ウクライナ人 100.3 87.8 12.5 0.4
アルメニア人 42.8 41.5 1.3 0.2
アゼルバイジャン人 4.1 32.5 8.5 0.2
ベラルーシ人 22.7 18.5 4.2 0.1
ユダヤ人 11.8 11.1 0.7 0.0
ドイツ人 6.9 0.5 1.9 0.0
モルドヴァ人 5.1 2.8 2.3 0.0
グルジア人 3.9 3.1 0.8 0.0
リトアニア人 1.3 1.1 0.2 0.0
エストニア人 0.6 0.5 0.1 0.0
ラトヴィア人 0.2 0.1 0.1 0.0
その他 426.2 288.3 137.9 1.7

ウズベキスタン（合計） 25,115.8 9,286.9 15,828.9 100.0

表 2 ウズベキスタンの民族構成

（出所）ウズベキスタン共和国国家統計委員会、2002年 1月 1日現在。

（単位： 1,000人）
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ベ
ク
人
が
衝
突
し
た
フ
ェ
ル
ガ
ナ
事
件
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ガ
ナ
事
件
は
、
当
時
の
困
難
な
社
会
・
経
済
状

況
を
背
景
に
、
か
つ
て
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
て
き
た
「
よ
そ
者
」
で
あ
る
（
ウ
ズ
ベ
ク
人
と
同
じ
ト
ル
コ
系
ム

ス
リ
ム
の
）「
メ
ス
ヘ
テ
ィ
・
ト
ル
コ
人
」
が
不
満
の
は
け
口
に
さ
れ
た
と
い
う
構
図
が
あ
る
。
し
か
し
同

時
に
、
こ
の
よ
う
な
事
件
に
は
、
ソ
連
末
期
か
ら
独
立
直
後
に
か
け
て
民
族
主
義
を
謳
っ
た
政
治
家
や
運

動
が
増
え
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
彼
ら
の
主
張
の
多
く
は
、
ロ
シ
ア
語
・
ロ
シ
ア
文
化
を
中
心
と
し

が
ち
な
共
産
党
や
ソ
連
中
央
政
府
の
政
策
に
対
す
る
反
発
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
政
策
は
ソ

連
邦
を
構
成
し
た
各
共
和
国
の
主
要
な
民
族
の
言
語
、
価
値
観
、
宗
教
に
対
す
る
愛
着
を
否
定
し
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
独
立
後
は
国
家
建
設
の
一
環
と
し
て
ウ
ズ
ベ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
国
家
的
に
奨
励
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、（
ウ
ズ
ベ
ク
お
よ
び
そ
の
他
の
民
族
の
）
過
激
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
そ
の
危

険
性
が
認
知
さ
れ
、
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

宗
教
の
面
で
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
口
の
九
割
以
上
が
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
で
あ
る
。
し

か
し
、
ソ
連
時
代
の
宗
教
政
策
、
生
活
様
式
や
教
育
の
影
響
で
、
時
に
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾

す
る
行
動
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
な
が
ら
酒
を
飲
み
、
一
日
五
回
の
礼
拝
を
行
わ
な

い
人
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
（
断
食
月
）
に
断
食
を
守
ら
な
い
人
も
い
る
。
そ
れ
で
も
、
イ

ス
ラ
ー
ム
教
の
教
え
を
守
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
間
に
亀
裂
は
な
く
、
お
互
い
に
対
す
る
批
判
も
な
い
。
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つ
ま
り
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
宗
教
に
対
す
る
姿
勢
は
多
く
の
場
合
、
個
々
人
の
選
択
に
任
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
主
な
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
農
業
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
九
九
一
年
の
独
立
前
と
変

わ
ら
な
い
。
農
業
の
主
要
生
産
物
は
綿
花
で
、
小
麦
、
野
菜
、
果
物
な
ど
も
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
ソ

連
の
綿
花
栽
培
を
支
え
て
い
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
、
独
立
後
、
世
界
で
も
っ
と
も
多
く
綿
花
を
栽
培
す

る
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
時
代
か
ら
続
く
過
剰
な
綿
花
生
産
に
は
弊
害
も
多
い
。
ま
ず
、
土
地
の

質
の
悪
化
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
綿
花
栽
培
は
大
量
の
水
を
必
要
と
す
る
た
め
、

中
央
ア
ジ
ア
の
主
要
な
河
川
で
あ
る
ア
ム
川
と
シ
ル
川
の
水
位
が
大
幅
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結

果
、
ア
ラ
ル
海
の
面
積
が
激
減
し
、
深
刻
な
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

工
業
面
で
は
、
ソ
連
時
代
か
ら
残
っ
て
い
る
工
場
（
飛
行
機
工
場
や
ト
ラ
ク
タ
ー
工
場
な
ど
）
が
あ
る
が
、

ソ
連
邦
崩
壊
に
伴
っ
て
部
品
調
達
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
生
産
は
低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
企
業
は
ソ
連
時
代
か
ら
ロ
シ
ア
や
他
の
共
和
国
の
企
業
と
つ
な
が
り
が
深
く
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
で
製
品
を
完
成
さ
せ
る
に
は
こ
れ
ら
の
国
々
か
ら
多
く
の
部
品
を
輸
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
し
近
年
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
諸
国
（
特
に
ロ
シ
ア
）
と
の
関

係
強
化
の
影
響
も
あ
り
、
工
業
面
で
も
生
産
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
る
。
独
立
後
の
新
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た
な
産
業
と
し
て
は
自
動
車
生
産
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
韓
国
の
大
宇
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
と

の
共
同
出
資
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
大
宇
の
倒
産
に
伴
い
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
が
一
○
○
％
の
株

を
買
い
取
っ
た
。
そ
の
影
響
で
外
車
に
か
か
る
輸
入
関
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
現
在
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
を
走
る
車
の
ほ
と
ん
ど
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
製
で
あ
る
（
な
お
、
旧
ソ
連
製
の
車
は
あ
ま
り
見
か
け

な
く
な
っ
た
）。
さ
ら
に
、
幹
線
道
路
や
建
物
（
住
宅
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
）
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
都
市
部
の
イ
メ
ー
ジ
は
ソ
連
時
代
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

2

ソ
ビ
エ
ト
政
権
下
で
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
形
成

ロ
シ
ア
革
命
前
、
現
在
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
当
た
る
地
域
に
は
、
オ
ア
シ
ス
地
域
を
基
盤
と
す
る
三

つ
の
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
政
権
、
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
、
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
国
、
コ
ー
カ
ン
ド
・
ハ
ン
国
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
一
八
六
五
〜
一
八
八
六
年
に
帝
政
ロ
シ
ア
は
コ
ー
カ
ン
ド
・
ハ
ン
国
領
内
に
侵
攻
し
、

さ
ら
に
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
国
と
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
に
対
し
て
も
軍
事
行
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
八
六
八
年
に
ブ
ハ
ラ
・
ア
ミ
ー
ル
国
、
一
八
七
三
年
に
は
ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
が
ロ
シ
ア
の
保
護
国
と
な
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っ
た
。
そ
し
て
、
コ
ー
カ
ン
ド
・
ハ
ン
国
は
一
八
七
六
年
に
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
廃
止
・
併
合
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
ま
た
、
一
八
八
五
年
に
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
と
英
国
に
よ
る
協
定
の
結
果
、
パ
ミ
ー
ル
地
方
も
帝
政

ロ
シ
ア
の
一
部
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
南
部
の
地
域
は
す
べ
て
帝
政
ロ
シ
ア
の
支
配
下
に

組
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
一
八
六
七
年
、
タ
シ
ケ
ン
ト
に
置
か
れ
た
ト
ル
キ
ス
タ
ン
総
督
府
は
、
一
九

一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
ま
で
こ
の
地
域
を
植
民
地
と
し
て
支
配
し
た
。

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
は
中
央
ア
ジ
ア
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
、

中
央
ア
ジ
ア
に
も
革
命
運
動
が
広
が
っ
た
。
一
九
一
八
年
、
ソ
ビ
エ
ト
政
権
は
か
つ
て
の
植
民
地
に
ト
ル

キ
ス
タ
ン
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
自
治
共
和
国
を
樹
立
し
た
。
そ
の
後
一
九
二
○
年
ま
で
に
、
ソ
ビ
エ
ト

政
権
の
影
響
で
旧
保
護
国
に
代
わ
っ
て
ヒ
ヴ
ァ
（
ホ
ラ
ズ
ム
）・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
自
治
共
和
国
と
ブ
ハ

ラ
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
自
治
共
和
国
が
成
立
し
た
。
同
時
に
、
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

（
以
下
、
ロ
シ
ア
共
和
国
）
の
一
部
と
し
て
キ
ル
ギ
ス
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
自
治
共
和
国
（
後
の
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
）
も
成
立
し
た
。
一
九
二
四
〜
一
九
二
五
年
の
民
族
・
共
和
国
境
界
画
定
に
よ
り
、
中
央
ア
ジ
ア
の

社
会
主
義
共
和
国
の
名
称
や
構
成
は
さ
ら
に
変
化
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
四
年
に
は
ウ
ズ
ベ
ク
・
ソ
ビ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
が
誕
生
し
、
こ
の
共
和
国
は
、
そ
の
領
土
内
に
タ
ジ
ク
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
自

治
共
和
国
を
も
っ
て
い
た
。
同
年
末
に
、
ト
ル
ク
メ
ン
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
も
成
立
し
た
。
一
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九
二
五
年
に
は
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
自
治
州
が
ロ
シ
ア
共
和
国
内
に
成
立
し
、
そ
の
後
一
九
三
二
年
に
ロ
シ
ア

共
和
国
の
一
部
と
し
て
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
自
治
共
和
国
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
九
三
六
年
に

は
ウ
ズ
ベ
ク
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
の
一
部
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
並
行
し
て
、
一
九
二
九
年
に
タ

ジ
ク
、
カ
ザ
フ
、
両
自
治
共
和
国
が
、
一
九
三
六
年
に
は
キ
ル
ギ
ス
自
治
共
和
国
が
そ
れ
ぞ
れ
ソ
連
邦
を

構
成
す
る
社
会
主
義
共
和
国
と
い
う
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
央
ア
ジ
ア
に
は
ソ
連
邦
を
構
成
す
る
五
つ
の
共
和
国
（
ウ
ズ
ベ
ク
、
ト
ル
ク
メ
ン
、
タ

ジ
ク
、
カ
ザ
フ
、
キ
ル
ギ
ス
社
会
主
義
共
和
国
）
が
で
き
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
も
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。
ロ
シ

ア
を
除
く
他
の
一
三
の
共
和
国
と
同
じ
よ
う
に
、
ウ
ズ
ベ
ク
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
の
共
産
党
が

組
織
さ
れ
、
閣
僚
会
議
や
最
高
会
議
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
党
第
一
書
記
は
ソ
連
共
産
党
書
記
長
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
産
党
幹
部
会
が
そ
れ
を
承
認
し
た
。
第
一
書
記
は
ウ
ズ
ベ
ク
人
で
、

共
和
国
内
で
あ
る
程
度
の
自
由
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
第
一
書
記
以
外
に
は
、
ソ
連
中
央
政
府
か
ら
送

り
込
ま
れ
た
人
材
が
党
や
閣
僚
会
議
の
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ス
ト
に
就
い
た
。
ソ
連
の
共
産
党
と
中
央
政
府
は
、

こ
の
よ
う
な
人
事
の
仕
組
み
を
と
お
し
て
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
運
営
し
た
の
で
あ
る
。
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3

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
登
場
以
前
は
、
共
産
党
の
書
記
長
が
代
わ
っ
て
も
一
般
の
人
々
に
そ
れ
ほ
ど
影
響
は

な
か
っ
た
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
綿
花
事
件
（
注
１
）
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
に
影
響
を
受
け
た
の
は

主
に
共
産
党
の
指
導
部
や
綿
花
生
産
に
か
か
わ
っ
て
い
た
人
た
ち
だ
け
で
、
一
般
人
は
無
関
心
の
ま
ま

各
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
一
九
八
二
年
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
私
は
小
学
生

だ
っ
た
。
教
室
に
教
頭
が
入
っ
て
き
て
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
死
を
伝
え
た
。
私
た
ち
は
内
心
喜
ん
だ
。
そ
の

日
の
授
業
が
休
み
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

「
今
日
は
悲
し
い
日
だ
か
ら
、
帰
り
道
で
は
遊
ば
ず
静
か
に
帰
っ
て
ね
」
と
言
わ
れ
た
が
、
思
わ
ぬ
休

み
を
得
て
、
心
は
弾
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
家
に
戻
っ
た
私
は
確
か
に
悲
し
む
こ
と
に
な
っ
た
。
テ
レ

ビ
は
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
回
し
て
も
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
追
悼
番
組
を
終
日
放
送
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
が
ソ
連
共
産
党
書
記
長
に
な
る
が
、
彼
が
亡
く
な
っ
た
と
き
も
、
私
は
こ
の
よ

う
な
喜
び
と
悲
し
み
を
再
び
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
改
革
が
始
ま
る
と
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
（
建
て
直
し
）、
グ
ラ
ス
ノ
ス
チ
（
情
報
公
開
）、
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オ
ブ
ノ
ヴ
レ
ニ
エ
（
新
生
）
が
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
が
そ
の
言
葉
を
繰
り
返

し
使
っ
て
い
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
当
時
目
指
し
て
い
た
の
は
、
政
策
の
決
定
過
程
に
お
い
て
情
報
を
公

開
し
、
政
治
の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
だ
っ
た
。
彼
の
考
え
で
は
、
そ
れ
が
制
度
改
革
に
つ
な
が
り
、
国

民
の
政
府
に
対
す
る
信
頼
回
復
や
国
家
制
度
の
再
生
に
至
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自

身
も
彼
の
周
辺
も
、
そ
の
意
味
を
国
民
が
わ
か
る
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
次
第
に
、

国
民
の
多
く
は
こ
れ
ら
の
言
葉
を
聞
い
て
も
反
応
し
な
く
な
り
、
こ
れ
ら
は
皮
肉
な
冗
談
の
対
象
に
な
っ

て
い
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
国
民
と
会
う
た
び
に
国
民
は
社
会
的

な
問
題
や
具
体
的
な
問
題
を
彼
に
ぶ
つ
け
た
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
並
べ
て
長
い

説
教
を
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
彼
自
身
、
何
か
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、

彼
の
手
法
、
国
民
へ
の
接
し
方
は
、
や
は
り
党
官
僚
の
も
の
で
あ
り
、
人
を
見
下
し
て
物
事
を
教
え
て
あ

げ
る
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

注
（
１
）
「
綿
花
事
件
」
と
は
、
ラ
シ
ド
フ
と
彼
の
側
近
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
生
産
さ
れ
た
綿
花
の
統
計
を

ソ
連
中
央
政
府
に
過
剰
に
報
告
し
、
実
際
に
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
綿
花
の
代
金
支
払
い
を
請
求
し
た

う
え
騙
し
取
っ
た
事
件
で
あ
る
（
一
九
八
三
年
）。
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こ
の
よ
う
な
状
況
を
物
語
る
出
来
事
を
思
い
出
す
。
十
四
歳
の
頃
、
私
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
っ
て
い

て
、
あ
る
日
ロ
シ
ア
人
コ
ー
チ
と
地
下
鉄
の
駅
ま
で
一
緒
に
歩
い
て
い
た
。
彼
と
は
ソ
連
の
政
治
状
況
や

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
話
を
し
た
。
私
か
ら
見
る
と
、
当
時
の
ソ
連
は
ど
ん
ど
ん
民
主
化
さ
れ
て
い
て
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
の
可
能
性
が
開
か
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
こ
で
私
は
ロ
シ
ア
人
コ
ー
チ
に
そ
の

よ
う
な
考
え
を
述
べ
、
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
た
ソ
連
人
民
代
議
員
大
会
で
の
議
論
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
す
る
と
彼
は
意
外
な
こ
と
を
口
に
し
た
。

「
国
民
を
代
表
し
人
民
会
議
場
に
い
る
ほ
ぼ
全
員
が
役
立
た
ず
だ
。
あ
れ
だ
け
の
時
間
と
私
た
ち
の
税

金
を
使
っ
て
議
論
す
る
よ
り
も
、
彼
ら
が
同
じ
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
掃
除
で
も
す
れ
ば
、
ソ
連
全
体
が

き
れ
い
に
な
っ
て
公
共
の
清
掃
サ
ー
ビ
ス
は
い
ら
な
く
な
る
は
ず
だ
。
彼
ら
ほ
ど
頭
の
悪
い
人
間
は
少
な

い
。（
状
況
は
）
絶
望
的
だ
！
」

彼
は
そ
う
言
い
捨
て
、
地
下
鉄
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
。
十
四
歳
の
私
に
は
衝
撃
的
で
理
解
し
が
た
い
言

葉
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
言
葉
か
ら
は
当
時
の
ソ
連
指
導
部
と
一
般
国
民
と
の
間
に
生
じ
て
い
た
ズ
レ
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
以
前
の
書
記
長
の
言
葉
が
特
に
明
快
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
だ
っ
た

と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
国
の
将
来
に
対
す
る
彼
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
た
と
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え
そ
れ
が
社
会
主
義
的
な
発
展
と
共
産
主
義
の
達
成
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
内
容
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
目
的
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
在
任
中
、
彼
や
他
の
指
導
者
が
ソ
連
と

い
う
国
を
ど
の
よ
う
に
改
革
し
、
ど
の
よ
う
な
国
に
し
た
い
の
か
は
国
民
に
は
理
解
不
可
能
だ
っ
た
。
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
は
そ
れ
ま
で
の
ど
の
書
記
長
よ
り
も
多
く
の
時
間
を
国
民
と
の
対
話
に
使
っ
た
が
、
彼
は
い

つ
も
国
民
の
疑
問
に
答
え
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
疑
問
を
増
や
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
般
市
民
に
と
っ
て
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
時
代
の
前
半
は
「
自
由
化
・
民
主
化
」、
後
半
か
ら
ソ
連
邦

崩
壊
ま
で
の
時
期
は
「
経
済
的
困
難
」
お
よ
び
「
政
治
的
混
乱
」
と
い
う
言
葉
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
一

般
市
民
の
間
で
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
た
反
応
は
、
ソ
連
全
体
の
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い
く
中
、
そ
の

混
乱
を
利
用
し
て
私
益
を
確
保
す
る
か
、
状
況
を
見
守
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
政

府
や
共
産
党
へ
の
批
判
は
人
々
の
間
で
挨
拶
代
わ
り
に
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
批
判
の
対
象
に
な
っ
た

の
は
、
テ
レ
ビ
で
毎
日
放
送
さ
れ
る
ソ
連
人
民
代
議
員
大
会
や
ソ
連
最
高
会
議
に
出
席
し
た
代
表
た
ち
の

議
論
や
ケ
ン
カ
だ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
ま
じ
め
に
仕
事
に
通
い
、
普
段
ど
お
り
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
。
人
々
は
仕
事
場
や
学
校
で
ソ
連
全
体
の
状
況
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
当
時
の
政
治
に
ま

つ
わ
る
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
（
小
話
）
を
交
わ
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
変
わ
り
ゆ
く
状
況
に
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。



20

結
局
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
長
い
ス
ピ
ー
チ
を
聞
く
人
は
減
っ
て
い
き
、
彼
や
中
央
政
府
、
共
産
党
を
信

じ
る
人
も
減
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
改
革
へ
の
不
信
の
結
果
、
か
つ
て
あ
っ
た
よ
う
な
国
家
に
対
す

る
信
頼
や
期
待
、
ソ
連
国
民
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
そ
れ
が
ソ
連
邦

崩
壊
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
独
立
に
つ
な
が
っ
た
。

以
上
の
過
程
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
民
の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
少
し
ず
つ
影
響
を
及
ぼ
し
、
彼

ら
の
自
己
認
識
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）、
物
事
に
対
す
る
考
え
方
（
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
）、
経
済
力
、
家
庭
内
関

係
、
信
頼
、
価
値
観
な
ど
に
も
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
、
人
々
に
何
を
も
た
ら
し
、
彼
ら
か
ら
何
を
奪
っ
た
の
か
、
本
書
を
と
お
し
て
考
え
て
み
た
い
。




